
に
よ
っ
て
建
築
時
期
、
施
主
・
施
工
者
、
建

設
事
情
が
分
か
る
こ
と
が
大
き
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

「
高
木
家
住
宅
」の
棟
札

隼
人
町
に
あ
る
市
指
定
文
化
財
・
高
木
家

住
宅
は
、
現
在
の
南
日
本
銀
行
の
前
身「
鹿

児
島
無
尽
」の
創
業
者
・
高
木
時
吉
が
建
て
た
、

洋
館
や
石
倉
を
併
設
す
る
邸
宅
で
す
。
県
内

で
も
民
間
の
も
の
と
し
て
は
随
一
の
規
模
で
、

日
本
建
築
の
洋
風
化
の
過
程
を
示
す
貴
重
な

近
代
和
風
建
築
で
す
。
棟
札
に
よ
り
昭
和
２

（
１
９
２
７
）年
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

高
木
家
住
宅
は
現
在
、
鹿
児
島
神
宮
の
敷

地
内
に
移
築
工
事
中
で
す
。
棟
札
は
隼
人

歴
史
民
俗
資
料
館
に
一
時
的
に
保
管
・
展
示

さ
れ
、
工
事
の
完
成
を
待
っ
て
い
ま
す
。
移

築
工
事
が
完
了
す
る
と
再
び
屋
根
裏
に
戻
り
、

高
木
家
住
宅
の
行
く
末
を
見
守
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
の
期
間
だ
け
見
る
こ
と
が
で
き

る
高
木
家
住
宅
主
屋
の
棟
札
を
、
見
に
行
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
＝
堀
之
内
）

根
の
ふ
き
替
え
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
塗
師
の

名
前
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漆
塗
り

工
事
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

鹿
児
島
神
宮
で
は
、
本
殿
横
に
あ
る
四
所

神
社
も
神
宮
本
殿
と
同
じ
く
宝
暦
６（
１
７

５
６
）年
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
棟
札
に
よ

り
確
認
さ
れ
、
重
要
文
化
財
指
定
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

霧
島
神
宮
も
鹿
児
島
神
宮
も
、
棟
札
が
社

立
福
山
中
学
校（
福
山
高
校
の
前
身
）を
創
設

し
た
福
山
町
出
身
の
田
中
省
三
に
よ
り
、
大

正
８（
１
９
１
９
）年
に
別
邸
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
純
和
風
建
築
の
中
に
洋
間
を
取
り
入

れ
た
大
正
時
代
の
特
徴
を
よ
く
表
し
、
費
用

を
十
分
に
か
け
て
造
ら
れ
た
こ
の
別
邸
も
、

わ
ざ
わ
ざ
大
阪
か
ら
大
工
の
棟
梁
を
呼
び
寄

せ
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

県
の
文
化
財
指
定
に
当
た
っ
て
も
、
棟
札

殿
の
価
値
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
、
棟
札
自
体
も
国
宝
、
重
要
文
化
財

の「※

附つ
け
た
り」指
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
旧
田
中
家
別
邸
」の
棟
札

福
山
町
に
あ
る
県
指
定
文
化
財
・
旧
田
中

家
別
邸
の
棟
札
も
、
建
物
と
共
に
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
西
財
界
の
重
鎮
と
し
て
明
治
末
か
ら
大

正
期
に
か
け
て
活
躍
し
、
私
財
を
投
じ
て
私

建
物
が
建
て
ら
れ
る
と
、
施
主
や
施
工
者

の
名
前
、
建
築（
上
棟
）年
月
日
な
ど
を
書
い

た
木
の
札
を
屋
根
裏
に
納
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
棟む

な

札ふ
だ

と
呼
ば
れ
、
多
く
の
場
合
は
上

部
が
三
角
に
と
が
っ
た
細
長
い
木
の
板
で
、

屋
根
裏
の
梁は

り

や
柱
な
ど
高
い
場
所
に
打
ち
付

け
た
り
、
結
わ
え
た
り
し
ま
す
。
天
井
が
で

き
る
と
見
え
な
く
な
る
た
め
忘
れ
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
建
築
年
な
ど
建
物
に
つ
い
て
の
情

報
が
分
か
る
の
で
、
建
物
の
履
歴
書
と
も
い

え
る
大
事
な
物
で
す
。

神
社
の
棟
札

棟
札
は
新
築
ば
か
り
で
な
く
、
修
理
を
行

っ
た
際
に
も
作
ら
れ
ま
す
。
神
社
な
ど
古
い

建
物
の
歴
史
を
知
る
に
は
有
力
な
資
料
で
す
。

複
数
の
棟
札
が
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多

く
、
縦
長
の
ほ
か
に
横
長
の
も
の
、
梁
や
天

井
板
な
ど
に
直
接
書
い
た
墨
書
と
し
て
残
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
携
わ
っ
た
人
の

役
職
や
名
前
、
工
事
の
経
緯
な
ど
が
書
か
れ

て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
工
事
が
行
わ
れ
た
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
正
徳
５（
１
７
１
５
）年
に
造
ら

れ
た
霧
島
神
宮
の
現
在
の
社
殿
は
、
残
っ
て

い
る
棟
札
か
ら
享
保
15（
１
７
３
０
）年
に
屋

The gatew
ay to local history

※�

文
化
財
の
価
値
を
証
明
す
る
物
、
も
し
く
は
根
拠
と
な
る
物
と
し

て
、
文
化
財
本
体
と
併
せ
て
文
化
財
指
定
す
る
こ
と
。

建
物
の
履
歴
書

〜
棟む

な

札ふ
だ

〜

～

高
木
家
棟
札（
表
）

高
木
家
棟
札（
裏
）

高木家住宅の
棟札を見に行こう
◦場所＝隼人歴史民俗資料館（隼人町内2496-1）
◦入館料＝小中高生90円、大人180円
�問＝隼人歴史民俗資料館  ☎（43）0179
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